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表 紙 の 写 真 か ら 

昨 年 9 月 の平 日 、霧 雨 の丹 沢 、作 治 小 屋 前 でのことだった。  

登 るのを止 めて帰 ろうとした時 、下 から登 って来 た一 人 の中 年 男 性 。  

作 治 小 屋 の屋 外 掲 示 板 を見 ながら、何 やらスマホに写 しています。  

「 それ、私 が貼 ったんですよ 」 ・ ・ ・ と声 をかけると ・ ・ ・ ・ 雑 談 は弾 みます！  

話 の勢 いから、 「 よかったら、仲 尾 根 を案 内 しまし ょ うか？ 」 ・ ・ ・ と私 。  

男 性 は予 定 の政 次 郎 尾 根 を変 更 し、雨 具 を着 て仲 尾 根 へ共 に出 発 ！  

以 来 幾 度 か、丹 沢 のバリエーシ ョンルー ト を案 内 し 、登 山 の基 礎 を伝 承 。  

男 性 こと、都 内 にお住 いのステージ照 明 デ ィ レクター、砂 川 瑞 穂 さん。  

 

今 年 8 月 5～ 7 日 、砂 川 さんご家 族 は立 山 登 山  

に行 かれた。晴 天 の中 で立 山 を周 回 。雷 鳥 沢 の  

テン トを撤 収 してから室 堂 を経 由 し、扇 沢 へと下 山 。  

その途 上 で見 学 した黒 四 ダム。  

ダム堰 堤 か ら放 流 された水 は霧 状 にな り 、虹 のアーチが掛 か った黒 部 川

下 流 の写 真 。虹 のかなたに・ ・ ・ 大 岩 壁 が聳 える！   

そ う 、知 る人 ぞ知 る 「 黒 部 の魔 神 ＝ 大 タテガビン南 東 壁 」 。  

手 前 を遮 る森 林 尾 根 の向 こう側 は、 「 黒 部 の巨 人 ＝ 丸 山 東 壁 」 。  

両 者 を分 かつ、 「 内 蔵 助 谷 」 。  

も う 、半 世 紀 以 上 も前 のこと ・ ・ ・ ・ ・ だった。  

1 9 6 9 年 5 月 、 2 3 歳 だった私 は初 めてその大 岩 壁 を登 った。  

そこから夢 が飛 翔 して 5 年 後 、 1 9 7 4 年 プレモンスーン（ 春 ） 、 2 8 歳 でネパー

ル・ ヒマラヤ「 P 2 9 南 西 壁 登 攀 」 （ 南 峰 7 , 5 1 4 m ） へと続 いた。   

さらに 4 年 後 ・ ・ ・ ・ ・  

1 9 7 8 年 ポストモンスーン（ 秋 ） 、 2 度 目 の「 P 2 9 南 西 壁 登 攀 」 。  

その途 上 、西 壁 千 ｍ 上 部 の氷 河 が崩 落 し、吹 き飛 ばされて 3 隊 員 死 亡 。  

近 くにいた 4 人 が吹 き飛 ばされ、偶 然 にも私 だけが九 死 から一 生 を得 た。  

隊 長 だった私 の、情 熱 を賭 けた「 アルピニズ登 山 」 は ・ ・ ・ 終 った！ ！  

 

半 世 紀 が過 ぎ、今 ふたたび 「 大 タテガビ ン南 東 壁 」 の雄 姿 を見 ると 、 ・

「 アルピニズム登 山 」 に青 春 を燃 やしたあの頃 が蘇 る！ ！  

6 8 歳 で生 業 をたたみ、今 や後 期 高 齢 者 の末 席 に座 る。  

あり余 す時 間 の中 で、わずかに残 されていた写 真 とルート図 を発 見 。  

あの時 の記 憶 を・ ・ ・ 、今 ふたたび想 い起 こしている！ ！  

2 0 2 1 年 8 月 2 5 日  

 

 

2 0 2 1 . 8 . 7  黒 四 ダ ム か ら の 眺 望  （撮影＝砂川瑞穂：掲載了承） 

（ 砂 川 さ ん ） 
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破 砕 帯  

丸 山 東 壁 ・ 緑 ル ー ト （撮影：田中） 

丸 山 東 壁  

（←の見えない面） 

← 大ハング 

← 三日月ハング 

（ 黒 部 の巨 人 ）  （ 黒 部 の魔 神 ）  
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黒部別山周辺概念図  
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黒部別山大タテガビン南東壁   

 

黒 部 ３ 大 岩 壁 は 南 か ら 北 に 向 か い 、 丸 山 東 壁 、 大 タ テ ガ ビ ン 南 東 壁 、

奥 鐘 山 西 壁 が あ る 。 そ の い ず れ も が 高 度 差 5 0 0 m 以 上 と な り 、 岩 壁 の 急

峻 さ の 中 に オ ー バ ー ハ ン グ を 随 所 に 配 し て い る 。 そ の ス ケ ー ル と 登 攀 の

困 難 さ に お い て は 、 日 本 国 内 有 数 の 岩 場 で あ る 。 地 図 に 記 さ れ た 呼 称 を

見 て も 、「 丸 山 東 壁 ＝ 黒 部 の 巨 人 」、「 大 タ テ ガ ビ ン 南 東 壁 ＝ 黒 部 の 魔 神 」、

「 奥 鐘 山 西 壁 ＝ 黒 部 の 怪 人 」と あ り 、岩 壁 の 特 徴 を 良 く 言 い 当 て て い る 。 

そ の 中 で も 「 大 タ テ ガ ビ ン 南 東 壁 ＝ 黒 部 の 魔 神 」 は 圧 倒 的 な オ ー バ ー

ハ ン グ や 洞 穴 を 有 し 、 ま さ に “ 魔 神 ” そ の も の ！  

黒 四 ダ ム 建 設 に お け る 最 難 関 工 事 が 、「 破 砕 帯 を 貫 通 す る ト ン ネ ル 工

事 」 で あ っ た よ う に 、 こ の 岩 壁 の 中 に も 幾 筋 か の 「 破 砕 帯 」 が 横 断 し て

い る 。 破 砕 帯 の 岩 は ボ ロ ボ ロ で あ る が 、 お お む ね バ ン ド 状 と な り 、 崩 さ

な い よ う に “ そ っ と ” 通 過 す る 。  

第 四 期 黒 部 川 花 崗 岩 （ 花 崗 閃 緑 岩 、 斑 状 花 崗 岩 、 閃 緑 岩 ） と 思 わ れ る

こ の 岩 壁 は 、 生 成 過 程 の ブ ロ ッ ク ご と に 隙 間 が あ る 。 突 然 の 豪 雨 で 停 滞

し た あ る 時 、 洞 穴 の 中 に は 小 川 の よ う な 水 流 が 生 じ た 。 洞 穴 で ビ バ ー ク

と な り 、 そ の 水 を 沸 か し て 飲 ん だ 。 突 然 な 豪 雨 で パ ー テ ィ は 上 下 に 分 断

さ れ 、 上 部 は コ ン ロ や 食 料 が 無 く 、 新 聞 紙 を 箱 状 に 折 っ て 組 み 立 て 、 緊

急 時 用 メ タ ノ ー ル ク ッ カ ー で 温 め 、 白 湯 に し て 飲 ん だ 。 雨 が 止 む と 水 流

は 消 え 、 岩 は す ぐ に 乾 く の で 苔 生 し た 岩 壁 と な ら な い 。  

 

１ 、正 面 壁 登 攀 の経 緯  

 

手 元 に 残 る 資 料 か ら 、 以 下 整 理 。（ 岳 人 倶 楽 部 ・ 渡 辺 氏 記 述 コ ピ ー 参 照 ）  

1 9 6 6 年 7 月 1 0 日 、 鵬 翔 山 岳 会 3 名 に よ り 「 鵬 翔 ル ー ト 」 初 登 攀 。  

岩 壁 基 部 か ら 登 攀 終 了 点 ま で 全 長 4 8 0 m、 グ レ ー ド 「 Ⅳ 級 、 A 1」  

（ 日 山 協 自 然 保 護 ニ ュ ー ズ レ タ ー  平 成 2 6 年 夏 号 、 記 事 に よ る ）  

1 9 6 8 年 9 月 2 1～ 2 4 日 、 東 京 岳 人 倶 楽 部 8 名 （ 登 攀 3 名 、 支 援 5 名 ）  

「 岳 人 第 １ ル ー ト 」初 登 攀 。全 長 2 0 ピ ッ チ 、7 4 0 m、グ レ ー ド 標 記 無 。  

1 9 6 9 年 5 月 、 山 岳 同 人 ・ 風 4 名 に よ り 「 大 ハ ン グ ル ー ト 」 試 登  

1 9 6 9 年 5 月 、 岡 山 ク ラ イ マ ー ス ク ラ ブ に よ り 「 正 面 壁 中 央 部 」 試 登  

1 9 7 0 年 5 月 、 山 岳 同 人 ・ 風 3 名 に よ り 「 大 ハ ン グ ル ー ト 」 試 登 （ 断 念 ） 

1 9 7 0 年 7 月 、 8 月 、 9 月 、 東 京 岳 人 倶 楽 部 に よ る 4 回 の 試 登  

「 岳 人 第 ２ ル ー ト 」 ～ 完 登 時 期 不 明 。（ 渡 辺 氏 記 述 コ ピ ー よ り ）  

1 9 7 0 年 9 月 、 雲 峰 ク ラ ブ （ 京 都 ） に よ る 「 雲 峰 ル ー ト 」（ コ ー ス 不 明 ）  

そ の 他 、 東 京 緑 山 岳 会 、 上 田 山 岳 会 、 登 山 用 具 技 術 研 究 会 （ 登 研 ）、 試 登  
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 ２ 、運 命 の時 ！  

 

地 球 第 ３ の 極 地 と 呼 ば れ た エ ベ レ ス ト（ 8 , 8 4 8 . 8 6 m ）が 、エ ド モ ン ド ・

ヒ ラ リ ー と テ ン ジ ン・ノ ル ゲ イ に よ り 1 , 9 5 3 年 5 月 2 9 日 初 登 頂 さ れ た 。

こ の 時 人 類 は 、地 上 の「 高 さ へ の 挑 戦 」を 終 え た 。（ 山 は 死 ん だ： 本 多 勝 一 ）  

以 来 「 登 山 」 の 課 題 は 「 人 類 」 と し た マ ク ロ な 社 会 視 点 で な く 、「 個

の 内 省 」 ミ ク ロ な 視 点 へ と 移 っ た 。「 登 頂 」 は 必 ず し も 目 的 と せ ず 、「 よ

り 困 難 な ル ー ト を 辿 っ て 登 る 」 バ リ エ ー シ ョ ン ル ー ト 「 登 攀 」 時 代 と な

っ た 。 こ の 変 化 は 「 登 山 」 を 、「 社 会 的 事 業 か ら 個 人 的 行 為 」 へ と 向 か

わ せ 、「 修 行 や 思 想 ・ 哲 学 、 ス ポ ー ツ や 遊 び 」 の 「 文 化 」 に 変 遷 し た 。  

困 難 さ の 指 標 は 「 グ レ ー ド 」 と い う 考 え 方 が 導 入 さ れ た 。 フ リ ー ク ラ

イ ミ ン グ は 容 易 な 「 1 級 」 か ら 、 最 難 関 な 「 6 級 」 ま で に 分 か れ 、 人 工

登 攀 は 容 易 な 「 A 1 級 」 か ら 、 最 困 難 な 「 A 3 級 」 へ と 分 類 さ れ た 。  

1 9 6 0 年 代 、そ の 流 れ を 汲 ん だ「 ア ル ピ ニ ズ ム 」は 登 山 者 の 内 省 を 奮 い

立 た せ 、「 よ り 高 く 、 よ り 困 難 な ル ー ト 」 に 挑 む 登 攀 中 心 と な っ た 。  

「 よ り 高 く 」 は 個 人 的 願 望 を 満 た す ヒ マ ラ ヤ 高 所 を 目 指 し 、「 よ り 困

難 」 は 「 6 級 A 3 級 登 攀 」 の 岩 壁 を 目 指 し 、 両 者 を 満 た す 「 ヒ マ ラ ヤ 岩

壁 登 攀 」は 最 大 目 標 と な っ た 。こ の 傾 向 は 社 会 人 山 岳 会 に 強 く 現 れ 、「 ヒ

マ ラ ヤ 鉄 の 時 代 」と 呼 ば れ た 。「 鉄 」は「 ハ ー ケ ン（ 独 語 ）、ピ ト ン（ 英 語 ）」

を 意 味 し 、岩 の 隙 間（ リ ス ）に 打 ち 込 み 、カ ラ ビ ナ を 掛 け 、ザ イ ル（ 独 語 ）、

ロ ー プ （ 英 語 ） を 通 し て 登 攀 者 の 安 全 確 保 支 点 と す る 。 岩 に 隙 間 （ リ ス ）

が 無 い 壁 で は ジ ャ ン ピ ン グ で 岩 に 穴 を あ け 、 ボ ル ト を 埋 め 込 ん で 支 点 と

し た 。 こ れ ら 人 工 支 点 は 、 第 1 に 登 攀 者 を 安 全 確 保 す る 支 点 と な り 、 第

2 に 登 る た め の ホ ー ル ド に 積 極 活 用 し 、 後 者 を 「 人 工 登 攀 」 と 呼 ん だ 。

人 工 登 攀 な ら ば 、 任 意 な ル ー ト を 登 る こ と が 可 能 と な っ た 。  

大 タ テ ガ ビ ン 南 東 壁 を ル ー ト 開 拓 し て い た 1 9 6 0 年 代 は 正 に 、「 ヒ マ ラ

ヤ 鉄 の 時 代 」の 入 口 に あ っ た 。 1 9 6 8 年 、日 本 山 岳 会 は エ ベ レ ス ト を 南 西

壁 と 東 南 稜 の ２ 方 向 か ら 挑 ん だ 。 南 西 壁 登 攀 は 8 , 0 5 0 m で 断 念 。 東 南 稜

か ら は 日 本 人 初 登 頂 を 果 し た （ 植 村 ― 松 浦 、 平 林 ― チ ョ タ レ イ ）。  

1 9 7 7 年 、英 国 の ク リ ス・ボ ニ ン ト ン は エ ベ レ ス ト 南 西 壁 初 登 攀 に 成 功 。 

私 た ち も 1 9 7 4 年 横 浜 山 岳 協 会 隊 に 参 加 し 、「 Ｐ ２ ９ 南 西 壁 」（ 7 , 5 1 4 m）

に 挑 ん だ 。 春 の 雪 解 け （ プ レ モ ン ス ー ン 期 ） が 迫 り 、 ジ ェ ッ ト 音 を 発 す る

が 目 に 見 え な い 落 石 の 恐 怖 に 怯 え 、 南 西 壁 基 部 （ 約 6 , 0 0 0 m） で 敗 退 。  

再 度 1 9 7 8 年 秋 に Ｐ ２ ９ 南 西 壁 へ 挑 む た め 、 1 9 7 6 年 8 月 、 1 9 7 7 年 8

月 の 2 度 に わ た り 、 大 テ テ ガ ビ ン 南 東 壁 沢 で ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 張 っ て 荷

揚 げ 訓 練 を 実 施 。し か し 1 9 7 8 年 9 月 1 4 日 、Ｐ ２ ９ 西 壁 の 懸 垂 氷 河 が 南

西 壁 側 に 1 , 0 0 0 m 崩 落 。強 烈 な そ の 爆 裂 風 で 吹 き 飛 ば さ れ 、3 隊 員 死 亡 。  

4 人 吹 き 飛 ば さ れ 、 私 だ け が 九 死 に 一 生 を 与 え ら れ た 「 運 命 の時 」 ！  
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       （ 1 9 7 8 年 の ル ー ト 記 載 ： 田 中 文 夫 ）  

P 2 9 南 西 壁 （ 写 真 は 1 9 7 4 春 、 撮 影 ： 古 川 純 一 ）  

×  

×  

ア イ ス ホ ー ル 崩 落  

南 峰 頂 上  
7 5 1 4 m  

最 高 到 達 点  

C 3  

予 定 ル ー ト  

死 亡  

死 亡  

田 中  

行 方 不 明  

C 2  

6 0 0 0 m  

※ 上 部 ス ケ ー ル は  

縮 ん で 見 え る  

マナスル  P 2 9  ヒマルチュ リ  

約
1

0
0

0
m
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 ３ 、1 9 6 9 年 、19 7 0 年 の試 登 から・ ・ ・ ヒマラヤへ飛 翔  
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 私 の 握 力 ・ 腕 力 は 普 通 成 人 よ り も 弱 く 、 人 工 登 攀 は 好 き で な か っ た 。

こ の 正 面 壁 大 ハ ン グ ル ー ト に 挑 ん だ 契 機 は 、 当 時 東 京 都 山 岳 連 盟 傘 下 の

コ ン テ ニ ュ ア ス ク ラ ブ で 代 表 を さ れ て い た 高 橋 福 四 郎 さ ん の 影 響 だ っ た 。

私 は 1 9 歳 で コ ン テ ニ ュ ア ス ク ラ ブ へ 入 会 、 2 3 歳 で 新 た に 「 山 岳 同 人 ・

風 （ ふ う ）」 を 立 ち 上 げ た 。 か の 高 橋 さ ん ま で も が 我 々 に 合 流 。 高 橋 さ ん

は 左 官 業 自 営 の た め 人 工 登 攀 が 得 意 で 、 す で に 谷 川 岳 一 ノ 倉 沢 ２ ル ン ゼ

奥 に あ る 「 マ ッ タ ー ホ ル ン 状 岩 峰 」 を 初 登 攀 さ れ て い た 。 創 設 し た ば か

り の 山 岳 会 が 目 指 す 初 登 攀 と し て 、 高 橋 さ ん が 「 大 タ テ ガ ビ ン 南 東 壁 」

を 提 唱 。「 ヒ マ ラ ヤ 鉄 の 時 代 」 に あ り 、 そ れ を 目 指 す ス テ ッ プ と し て は

格 好 な 舞 台 だ っ た 。 し か し 高 橋 さ ん は ア ル コ ー ル 依 存 症 が 昂 じ 、 初 回 の

試 登 参 加 だ け に 終 わ っ た 。 以 後 は 私 が リ ー ダ ー と な っ て 展 開 す る が 、 上

記 の 通 り 人 工 登 攀 は 苦 手 な 分 野 で も あ り 、 断 念 す る 決 断 は 早 か っ た 。  

 こ れ ら を 見 て い た ク ラ イ マ ー の 神 様 ・ 古 川 純 一 さ ん か ら 声 が 掛 か り 、

1 9 7 4 年 横 浜 山 岳 協 会 P 2 9 南 西 壁 登 山 に 誘 わ れ た 。「 山 岳 同 人 ・ 風 」 か ら

は 4 名 が 参 加 し 、 中 心 と な っ て 活 躍 で き た 。 し か し 南 西 壁 基 部 に 到 達 し

て み る と 、 目 に 見 え な い 落 石 の 恐 怖 を 体 感 し 、 合 議 に よ り 撤 退 を 決 定 。  

※ 撤 退 に 古 川 さ ん は 反 対 、 大 内 登 攀 隊 長 以 下 は 賛 成 。（ 合 議 の 録 音 は 田 中 所 持 ）   

（ 左 隣 を 登 っ て い た 岡 山 ク ラ イ マ ー ス ク ラ ブ  1 9 6 9 年 5 月 ）  
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 ４ 、時 代 背 景 ・ ・ ・ そして今  

 

戦 後 日 本 社 会 は 高 度 経 済 成 長 政 策 の 波 に 乗 り 、社 会 活 動 も 活 発 だ っ た 。

所 得 が 増 え 、余 暇 も 増 え 、登 山 活 動 に お い て も 社 会 人 山 岳 団 体 の 活 躍 が 、

そ れ ま で 主 力 だ っ た 大 学 山 岳 部 活 動 を 遥 か に 凌 駕 し た 。  

 そ の 半 面 で 山 岳 遭 難 が 増 え 、 谷 川 岳 遭 難 死 者 数 （ 1 9 3 1 年 ～ 2 0 1 2 年 ま で

の 死 者 数 8 0 5 名 ） は ギ ネ ス 世 界 記 録 に も な る 。「 三 人 寄 れ ば 山 岳 会 」 と 揶

揄 し た 時 代 、 私 た ち は 登 山 に 自 由 を 味 わ い 、 自 由 な 登 山 の 究 極 は 死 に 至

る 自 己 責 任 の 範 疇 で あ る こ と を 強 く 意 識 し て い た 。1 9 6 9 年 、「 山 岳 同 人 ・

風 」 創 設 に お け る 登 山 者 組 織 の 意 味 は 、 会 報 「 風 ・ 第 1 号 」 に 載 せ た 。 

 

右 の 「 規 約 」 は 会

報 第 1 号 に 載 せ た コ

ピ ー 。  

（ 一 ） 社 会 人 登  

山 者 と し て 自  

立 を 目 指 す 。  

（ 二 ） よ り 良 い  

仲 間 を 得 る 。  

（ 三 ） 事 故 を 生  

じ た 時 、 相 互  

協 力 に よ り 最  

善 を 尽 く す 。  

そ の 義 務 と し  

① 山 岳 遭 難 保 険  

に 加 入  

② 山 行 前 ・ 後  

の 連 絡  

 

つ ま り 登 山 の 危 険 性

を 自 覚 し 、 そ の 上 に

お い て 登 山 者 は 、  

自 主 （ 自 己 責 任 ）  

自 立 （ 自 主 努 力 ）  

共 助 （ 遭 難 時 の 共 助 ） 

で き る 仲 間 （ 組 織 ）

を 目 的 と し 、 私 が 代

表 に 就 任 し た 。  
（ 風 ・ 第 1 号  1 9 7 2 年 発 行 ）  
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 1 9 6 9 年 山 岳 同 人 ・ 風 、創 設 当 初 の 活 動 と し て 、こ の「 大 タ テ ガ ビ ン 南

東 壁 」 オ ー バ ー ハ ン グ ・ ル ー ト の 開 拓 を 始 め た が 、 2 度 の 試 登 で 断 念 。  

1 9 7 4 年 、 横 浜 山 岳 協 会 P 2 9 南 西 壁 登 山 に 4 名 参 加 。 さ ら に 4 年 後 の

1 9 7 8 年 、 再 度 P 2 9 南 西 壁 を 登 る 目 的 に 特 化 し た 「 ツ ラ ギ の 会 」 を 結 成

し 、「 大 タ テ ガ ビ ン 南 東 壁 」へ は ふ た た び 、登 攀 や 荷 揚 げ 訓 練 に 戻 っ た 。  

 1 9 7 5 年 4 月 2 9 日 ～ 5 月 5 日 、 私 が 得 意 と す る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ ・

ル ー ト （ 全 長 5 5 0 m ） の 「 中 央 ル ン ゼ 」、「 ス ラ ブ 状 ル ン ゼ 」 を 登 る 。 一 日

で 完 登 し 、 下 降 は 森 林 帯 を 懸 垂 下 降 。  

こ の 合 宿 で は 黒 四 ダ ム に 近 い 「 丸 山 東 壁 緑 ル ー ト 」 も 併 せ て 登 っ た 。

垂 直 と オ ー バ ー ハ ン グ の 丸 山 東 壁 で 、「 ユ マ ー ル 登 攀 技 術 」 の 習 得 に 励

ん だ 。 1 9 7 4 年 、 P 2 9 遠 征 の 頃 か ら「 ユ マ ー ル 」と い う 登 降 器 を 使 用 す る

よ う に な り 、パ ー テ ィ 登 攀 の 労 力 と 時 間 短 縮 が 図 れ る よ う に な っ て い た 。 

も し 正 面 壁 開 拓 時 に ユ マ ー ル が あ っ た な ら 、 も っ と 楽 に オ ー バ ー ハ ン

グ を 越 え る こ と が で き た が 、 当 時 は ま だ 知 ら な か っ た 。 代 わ り に シ ュ リ

ン ゲ に よ る プ ル ー ジ ッ ク 法 で 空 中 を 登 っ て み た が 極 め て 難 し く 、 実 用 的

で な い 。 ナ イ ロ ン ロ ー プ は 自 在 に 曲 が る た め 、 登 山 解 説 書 に あ る よ う な

姿 勢 は と れ な い 。 人 間 は 頭 部 が 重 く 、 上 半 身 が 仰 け 反 っ て し ま う 。 ロ ー

プ に 全 体 重 が 係 る 最 上 部 の 支 点 か ら 「 く の 字 」 に 曲 が る た め 、 さ ら に そ

の 上 に プ ル ー ジ ッ ク で 支 点 を 取 り 、 上 半 身 を ロ ー プ に 引 き 寄 せ て お か な

け れ ば 、 オ ー バ ー ハ ン グ の 空 中 は 登 れ な い 。  

「 丸 山 東 壁 緑 ル ー ト 」 の オ ー バ ー ハ ン グ は 、 私 が 先 頭 で ア ブ ミ （ 登 攀

ハ シ ゴ ） を 使 っ て 登 り 、 セ カ ン ド 以 下 は ユ マ ー ル で 登 り 、 時 間 短 縮 。 オ

ー バ ー ハ ン グ 乗 っ 越 し は 、 足 下 空 間 が 内 蔵 助 谷 ま で 5 0 0 m 以 上 も 切 れ 落

ち 、 極 め て 高 度 感 満 点 で ス リ リ ン グ だ っ た 。  

高 度 6 , 0 0 0 m か ら 始 ま る P 2 9 南 西 壁 は 、 7 , 5 1 4 m の 南 峰 頂 上 ま で 約

1 , 5 0 0 m の 高 度 差 が あ る 。 し か し 空 間 感 覚 は 圧 縮 さ れ 、 5 0 0 m も 1 , 5 0 0 m

も さ ほ ど 変 わ ら な い 。「 ワ ー ！  高 い ！ 」 と い う 感 覚 訓 練 の た め に 、 大

タ テ ガ ビ ン 南 東 壁 や 丸 山 東 壁 は 、 う っ て つ け な ト レ ー ニ ン グ 場 だ っ た 。 

 

「 ア ル ピ ニ ズ ム 」 な ど 、 も は や 現 役 登 攀 者 に と っ て は 過 去 の 遺 物 で あ

ろ う 。 し か し 「 個 人 成 長 の 方 法 論 」 か ら す れ ば 、 未 だ そ の 真 理 は 社 会 的

意 義 を 失 っ て い な い は ず 。 な ぜ な ら 、「 文 明 進 化 の セ オ リ ー 」 だ か ら 。

し か し 岩 に ハ ー ケ ン を 打 ち 込 み 、 穴 を あ け 、 ボ ル ト を 埋 め 込 み 、 前 進 す

る 手 段 と し て の 人 工 登 攀 は 、 自 然 保 護 の 立 場 か ら 現 代 は 衰 退 し て い る 。

し か し 過 去 の 一 時 、「 デ ィ レ ッ テ シ マ 」 と い う 考 え 方 が 流 行 り 、 山 頂 か

ら 直 線 を 引 き 下 ろ し た ル ー ト が 、「 美 し い 」 と み な さ れ た 。「 大 タ テ ガ ビ

ン 南 東 壁 大 ハ ン グ ル ー ト 」 も こ の 一 端 に あ っ た 。 し か し 私 の 身 体 能 力 が

不 向 き で あ る こ と は 、 当 時 か ら 承 知 し て い た 。  
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「 デ ィ レ ッ テ シ マ 」 の 極 め 付 き は ス イ ス ア ル プ ス 「 ア イ ガ ー 北 壁 直 登

ル ー ト 」に あ り 、日 本 人 パ ー テ ィ （ 加 藤 兄 弟 、 女 性 の 今 井 通 子 ら 6 名 ） に よ

り 1 9 6 9 年 夏 、1 ケ 月 に わ た っ て 完 登 し た 。女 医 と な っ た 今 井 通 子 は 有 名

人 と な り 、 リ ー ダ ー だ っ た 加 藤 滝 男 は ス イ ス で ガ イ ド と な る が 昨 年 病 で

ご 逝 去 、 弟 の 加 藤 保 男 は エ ベ レ ス ト 3 シ ー ズ ン 登 頂 を 果 た し た が 1 9 8 2

年 冬 期 登 頂 後 の 下 山 で 消 息 を 絶 っ た 。  

次 世 代 1 9 6 5 年 生 ま れ の 山 野 井 泰 史 で さ え 、「 山 で の 死 は 決 し て 美 し く

な い 。 で も 山 に 死 が な か っ た 、 単 な る 娯 楽 に な り 、 人 生 を か け る に 値 し

な い 。街 で は 生 を 感 じ ら れ な い よ 」と 著 書『 ア ル ピ ニ ズ ム と 死 』で 語 る 。  

こ の よ う に 生 命 を 燃 焼 し 尽 す ま で 躍 動 し た 「 ス ー パ ー ア ル ピ ニ ズ ム 」

世 代 は 、 戦 後 の 「 高 度 経 済 成 長 社 会 の 成 長 風 」 を 背 景 と し て い た 。  

 し か し 平 成 か ら 令 和 へ 至 る 「 低 成 長 平 準 化 社 会 」 に な る と 、「 登 山 」

は す べ か ら く 「 産 業 」 に 組 み 込 ま れ 、 生 命 を 燃 焼 し 尽 す 「 ア ル ピ ニ ズ ム

登 山 」 は 顧 み ら れ な く な っ た 。 登 山 は 産 業 に 組 み 込 ま れ た が ゆ え に 社 会

依 存 が 増 し 、登 山 者 の「 自 助 、共 助 」意 識 は 薄 れ た 。遭 難 事 故 は「 公 助 」

頼 み と な り 、 安 易 に ス マ ホ で 救 助 依 頼 。 連 絡 に 呼 応 し て 警 察 、 消 防 が 出

動 し 、 僅 か な 民 間 山 岳 救 助 組 織 も 呼 応 す る 。 一 見 ス マ ー ト で 組 織 だ っ て

見 え る が 、「 公 助 」 が 介 入 す る に つ れ 、「 登 山 者 の 自 立 と 、 自 助 ・ 共 助 意

識 」 は 薄 れ 、「 登 山 者 個 人 の 人 間 総 合 力 の 劣 化 」 を 招 い て い る 。  

ス マ ホ の 普 及 で 現 在 位 置 の 確 認 ・ 発 信 が 可 能 と な り 、 地 形 図 に 合 わ せ

た 読 図 を 容 易 と す る 。 気 象 情 報 を 受 信 す れ ば 、 お お む ね の 気 象 概 要 は 理

解 で き る 。 し か し か つ て は 雲 の 流 れ を 読 ん で 気 象 変 化 を 知 り 、 ラ ジ オ の

気 象 通 報 で 天 気 図 を 描 き 、 山 岳 地 形 、 植 生 、 日 照 、 風 向 き を 観 察 し 、 氷

雪 の 形 質 を 読 ん で 雪 崩 の 危 険 を 予 知 し た 。 そ れ ら 山 岳 自 然 の 総 体 を 知 る

努 力 を し た 。 現 代 は 山 岳 環 境 の 中 に 「 産 業 化 し た 日 常 性 」 を 持 ち 込 み 、

登 山 者 は デ ジ タ ル 機 器 で 「 情 報 化 し た 日 常 性 」 を 活 用 す る 。  

今 や 山 岳 自 然 は 日 常 生 活 環 境 に 組 み 込 ま れ た 「 日 常 世 界 」。 自 ら の 限

界 に 挑 戦 す る 自 省 行 為 は 「 ス ポ ー ツ 」 と な り 、 チ ー ム で 科 学 的 合 理 性 を

追 求 。「 非 日 常 環 境 世 界 」は 今 や 、「 宇 宙 空 間 と サ イ バ ー 空 間 」へ と 飛 翔 ！  

拙 著『 登 山 の 生 態 分 類（ 学 ）』に お い て 、第 1 に「 登 山 と 山 岳 ス ポ ー ツ 」

を 区 別 し 、 第 2 に 「 登 山 を 1 3 種 別 」 に 分 類 し た 。 そ の 中 で 現 代 登 山 の

お お む ね は 、 次 の 群 別 に 集 約 で き る 。  

◎ 記 録 ・ 記 念 登 山  ◎ 健 康 登 山  ◎ 観 光 ・ 流 行 登 山  ◎ 巡 行 登 山  

今 や 私 に 「 大 タ テ ガ ビ ン 南 東 壁 」 は 登 れ な い 。 な ら ば 劣 化 し た 身 体 機

能 と と も に 、 ア ル ピ ニ ズ ム と 人 間 総 合 力 を 知 る 老 齢 期 な り の 、「 老 い の

登 山 」 が あ る の で は な い か ・ ・ ・ ！  

真 ・ 善 ・ 美 ・ そ し て 自 由 を 求 め る 「 情 熱 」 が あ る か ぎ り ・ ・ ・ ！  

そ ん な 心 意 気 で 、 今 も 丹 沢 へ 向 か っ て い る ！ ！  


